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平成™™年œ月™Ÿ日 金曜日 第œš™˜号官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
六
月
三
十
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正

前
の
裁
判
官
の
育
児
休
業
に
関
す
る
規
則
第
三
条
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
裁
判
官
が
申
し
出
た
計
画
は
、
こ
の

規
則
に
よ
る
改
正
後
の
裁
判
官
の
育
児
休
業
に
関
す
る

規
則
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
裁
判
官
が
申
し
出

た
計
画
と
み
な
す
。最

高
裁
判
所
長
官

竹
Ä

博
允

〇
厚
生
労
働
省
令
第
七
十
三
号

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二

年
法
律
第
六
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
ハ
ン
セ
ン
病

問
題
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
（
平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
令
第
七
十
五
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
三
項
中
「
租
税
条
約
の
実
施
に
伴
う
所
得
税

法
、法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
」

を
「
租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法

及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
総
務
省
告
示
第
二
百
十
四
号

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九

号
）
第
五
十
九
条
の
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
特
定
国
外
派
遣
組
織
を
指
定
す
る
の
で
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
八
日

総
務
大
臣

原
口

一
博

一

名

称

八
八
式
地
対
艦
誘
導
弾
シ
ス

テ
ム
（
改
）
実
用
試
験
部
隊

二

国
外
派
遣
期
間

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一

日
か
ら
平
成
二
十
二
年
九
月

一
日
ま
で

三

派
遣
人
数
（
概
数
）

八
十
人
程
度

四

派

遣

地

域

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州

〇
総
務
省
告
示
第
二
百
十
五
号

無
線
局
運
用
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会

規
則
第
十
七
号
）
第
十
八
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭

和
三
十
七
年
郵
政
省
告
示
第
三
百
六
十
一
号
（
無
線
局
運

用
規
則
の
規
定
に
よ
り
、
無
線
局
が
同
規
則
の
規
定
に
よ

る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
か
不
合
理
で
あ
る
場
合
の
当
該
無

線
局
の
通
信
方
法
の
特
例
を
定
め
る
等
の
件
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
八
日

総
務
大
臣

原
口

一
博

第
八
項
を
第
九
項
と
し
、
第
七
項
の
次
に
次
の
一
項
を

加
え
る
。

八

呼
出
符
号
が
不
明
な
船
舶
局
を
呼
び
出
す
必
要
が
あ

る
と
き
は
、
呼
出
符
号
の
代
わ
り
に
当
該
船
舶
局
の
あ

る
船
舶
の
船
名
（
船
名
が
不
明
で
あ
る
と
き
は
、
当
該

船
舶
の
進
行
方
向
及
び
速
力
並
び
に
付
近
の
航
路
標
識

と
の
位
置
関
係
そ
の
他
の
当
該
船
舶
を
特
定
で
き
る
事

項
）
を
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
二
百
十
六
号

無
線
局
運
用
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会

規
則
第
十
七
号
）
第
五
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和

五
十
九
年
郵
政
省
告
示
第
九
百
六
十
四
号
（
海
上
移
動
業

務
に
使
用
す
る
電
波
の
型
式
及
び
周
波
数
の
使
用
区
別
を

定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
八
日

総
務
大
臣

原
口

一
博

１
の
_
イ
の
表
中「

1
5
6•
6
5
d

e
」

を「
1
5
6•
6
5
d
」

に
改
め
、
同
表
注
10
中「

e
は
、」

の
次
に「

海
上
保
安
庁

の
無
線
局
と
通
信
を
行
う
場
合
又
は
」

を
加
え
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
二
百
十
七
号

無
線
局
運
用
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会

規
則
第
十
七
号
）
第
百
七
条
及
び
第
百
八
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
平
成
十
四
年
総
務
省
告
示
第
二
百
三
号
（
海
上
無

線
航
行
業
務
に
使
用
す
る
電
波
の
型
式
及
び
周
波
数
等
を

定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
八
日

総
務
大
臣

原
口

一
博

\
表
中
南
鳥
島
の
項
を
削
る
。

]
表
中「

1
5
6•
6
5
M
H
z
]
」

を「
1
5
6•
6
5
M
H
z
\
」

に
改
め
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
四
十
八
号

左
記
の
者
の
申
請
に
係
る
日
本
国
に
帰
化
の
件
は
、
こ

れ
を
許
可
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
八
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

住
所
東
京
都
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
東
町
１
丁
目
３
番
７
号

ス
テ
イ
シ
ー
・
ト
ー
マ
ス
・
ラ
ン
ド
ル
フ
・
ブ
ル
ー
ス

昭
和
4
5年
６
月
1
7日
生

住
所
神
奈
川
県
海
老
名
市
中
野
7
3
0番
地

鄭
仁
秀
昭
和
2
5年
９
月
1
3日
生

住
所
神
戸
市
須
磨
区
大
池
町
５
丁
目
３
番
２
`
1
0
8号

ハ
・
テ
ィ
・
タ
ン
・
ガ
昭
和
3
6年
９
月
1
6日
生

ブ
・
ハ
・
ビ
ェ
ト
・
ニ
ャ
ト
・
マ
イ
ダ
オ
・
フ
ォ
ン
・

リ
ン
・
ア
イ
・
ミ
ミ
昭
和
6
0年
３
月
1
4日
生

ブ
・
ハ
・
ビ
ェ
ト
・
ニ
ャ
ト
・
ホ
ア
イ
・
ナ
ム
昭
和

6
2年
９
月
2
9日
生

住
所
大
阪
府
泉
南
郡
熊
取
町
紺
屋
２
丁
目
1
3番
１
号

ブ
・
ハ
・
ビ
ェ
ト
・
ニ
ャ
ト
・
ホ
ア
イ
・
ヤ
ン
平
成

３
年
５
月
1
0日
生

住
所
大
阪
府
岸
和
田
市
磯
上
町
４
丁
目
１
番
2
5号

金
潤
子
昭
和
3
2年

1
1月

1
3日
生

住
所
東
京
都
新
宿
区
富
久
町
７
番
６
号

金
容
子
昭
和
5
1年
６
月
1
0日
生

住
所
東
京
都
豊
島
区
雑
司
が
谷
１
丁
目
4
7番
５
号

≥
玉
枝
平
成
元
年
２
月
1
1日
生

住
所
山
口
県
下
関
市
東
向
山
町
1
2番

1
0号

金
智
惠
子
昭
和
4
0年
４
月
2
4日
生

Ô
ø
治
平
成
２
年
４
月
2
8日
生

Ô
惠
子
平
成
４
年
８
月
９
日
生

住
所
福
岡
市
城
南
区
片
江
５
丁
目
4
6番

2
0
`
1
0
7号

Ô
榮
治
昭
和
6
3年
８
月
1
7日
生

住
所
名
古
屋
市
港
区
十
一
屋
３
丁
目
8
8番
地
５

朴
克
欣
昭
和
4
4年
２
月
８
日
生

金
眞
由
美
昭
和
5
1年
９
月
1
4日
生

朴
康
輝
平
成
1
0年
５
月
2
9日
生

朴
雅
輝
平
成
1
1年

1
0月

1
4日
生

住
所
名
古
屋
市
港
区
十
一
屋
３
丁
目
1
3
5番
地
２

金
正
信
昭
和
5
3年

1
2月

1
0日
生

住
所
名
古
屋
市
港
区
錦
町
1
8番

1
1号

金
漢
泳
昭
和
2
8年
１
月
2
4日
生

李
茂
子
昭
和
2
7年
７
月
1
2日
生

金
亞
希
昭
和
5
6年
７
月
1
1日
生

住
所
名
古
屋
市
緑
区
武
路
町
8
2
1番
地

盧
麗
未
昭
和
5
0年
７
月
2
8日
生

住
所
山
口
県
長
門
市
東
深
川
3
8
1番
地
2
1

金
ø
善
昭
和
5
1年
６
月
1
8日
生

金
p
善
昭
和
5
3年

1
0月
７
日
生

住
所
名
古
屋
市
中
村
区
沖
田
町
6
0番
地

金
慶
一
昭
和
5
8年
５
月
２
日
生

住
所
神
戸
市
北
区
藤
原
台
中
町
３
丁
目
５
番
８
号

権
雅
仁
昭
和
3
7年

1
0月
１
日
生

安
美
樹
昭
和
4
2年
３
月
2
9日
生

権
∏
太
平
成
５
年
１
月
1
6日
生

権
惠
太
平
成
９
年
1
2月
５
日
生

権
茜
平
成
1
4年
８
月
1
9日
生

住
所
京
都
市
右
京
区
西
院
西
矢
掛
町
３
番
地
1
0

徐
廷
旭
昭
和
2
3年
４
月
３
日
生

李
喜

昭
和
2
6年

1
1月

2
3日
生

徐
靜
加
昭
和
5
6年
１
月
2
6日
生

徐
一
惠
平
成
元
年
１
月
2
3日
生

住
所
大
阪
府
和
泉
市
唐
国
町
２
丁
目
７
番
8
7
`
1
0
0
4号

徐
代
昭
和
5
8年

1
1月
９
日
生

住
所
京
都
市
山
科
区
西
野
山
百
々
町
6
6番
地
2
5

姜
未
愛
昭
和
5
4年

1
2月

2
5日
生

住
所
広
島
県
呉
市
広
石
内
２
丁
目
２
番
3
2号

松
川
千
恵
美
昭
和
4
7年
１
月
1
4日
生

住
所
福
岡
県
糟
屋
郡
宇
美
町
原
田
３
丁
目
2
0番
３
号

金
麗
昭
和
5
3年

1
0月

2
4日
生

住
所
大
阪
府
羽
曳
野
市
碓
井
４
丁
目
８
番
１
`
5
0
2号

孫
實
希
昭
和
6
1年
８
月
2
6日
生

孫
達
哉
平
成
元
年
２
月
2
3日
生

住
所
大
阪
府
東
大
阪
市
大
K
南
１
丁
目
３
番
９
号

邵
英
治
昭
和
1
9年

1
1月

2
0日
生

金
洋
子
昭
和
2
0年
９
月
3
0日
生

住
所
大
阪
府
東
大
阪
市
小
若
江
１
丁
目
６
番
５
号

金
定
子
昭
和
2
3年
３
月
1
3日
生

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
四
十
七
号

大
阪
府
岸
和
田
市
役
所
保
存
の
次
の
原
戸
籍
の
一
部
が

滅
失
し
た
た
め
、
こ
れ
を
再
製
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、

次
に
掲
げ
る
者
は
、
平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
八
日
ま
で

に
、
同
市
長
に
対
し
て
、
次
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一

当
該
原
戸
籍
に
関
係
の
あ
る
戸
籍
の
届
出
、
報
告
、

申
請
、
請
求
若
し
く
は
嘱
託
を
し
、
又
は
戸
籍
に
記
載

を
要
す
る
書
類
を
提
出
し
た
者
は
、
そ
の
事
項
を
更
に

申
し
出
る
こ
と
。

二

前
項
に
掲
げ
る
原
戸
籍
の
謄
本
、
抄
本
又
は
原
戸
籍

に
記
載
し
た
事
項
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て

現
に
所
持
す
る
者
は
、
こ
れ
を
提
示
す
る
こ
と
。

注

意

一

申
出
は
、
口
頭
で
も
差
し
支
え
な
い
。

二

申
出
の
手
続
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
岸
和
田
市
役
所
又
は
大
阪
法
務
局
岸
和
田
支
局
に

照
会
す
る
こ
と
。

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
八
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

大
阪
府
岸
和
田
市
土
生
瀧
町
七
十
六
番
屋
敷

上
田

太

™
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